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	触媒活性：ユビキチンC末端チオエステル + H(2)O = ユビキチン + チオール。, 機能：ユビキチンのC末端グリシン残基におけるペプチド結合を認識し、加水分解する。ユビキチン化されたタンパク質だけでなく、ポリユビキチン前駆体のプロセシングにも関与する。, PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。, 類似性：ペプチダーゼC19ファミリーに属する。, 組織特異性：脳で低レベルで発現している。, 触媒活性：ユビキチンC末端チオエステル + H(2)O = ユビキチン + チオール。, 機能：ユビキチンのC末端グリシン残基におけるペプチド結合を認識し、加水分解する。ポリユビキチン前駆体およびユビキチン化タンパク質の処理に関与する。,PTM:DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,類似性:ペプチダーゼC19ファミリーに属する。,組織特異性:脳で低レベルで発現する。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

